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ァシリティ機器を一括管理する際に

更に効果がある。例えば、ひとりの

ビルオーナーが複数のビルを所有す

ることは珍しくないが、こうした場

合、地理的に近隣するビル群を一括

で監視することにより、監視コスト

を下げることができる。

このとき、IPv6はグローバルア

ドレスを用いるため、複数のビルを

まとめて管理する場合にもアドレス

のバッティングを心配する必要がな

いというメリットがある。また、監

視対象の変更など、さまざまな変化

にも柔軟に対応することができる。

・N+I 2005のFacility Networking

Showcase

2005年６月に幕張メッセで開催

されたN+I（Networld+Interop）

では、IPv6普及・高度化推進協議

会のFacility Networkingサブワー

キンググループ（以下、FN SWG）

か ら の Facility Networking

Showcaseが出展された（図１）。

このように、IPv6の利用基盤は

整ってきている。さらに、最近では

IPv6の特徴を活かした魅力的なソ

リューションにより、一般の企業や

ユーザにも導入が始まるきざしが見

えている。本稿では、国内の IPv6

ソリューションに関する近況をお伝

えする。

・IPv6利用のメリット

Facility Networkingは、ビルな

どの施設や機器管理を IPネットワ

ーク上で行うものである。管理対象

の例を挙げると、照明、空調、エレ

ベータなど様々なものがあり、これ

らを遠隔から一括監視することによ

り、管理性が大きく向上する。また、

省エネが大きなテーマとして掲げら

れており、Facility Networkingの

導入により 30%もの省エネ効果が

得られるケースもあるという。

こ の F a c i l i t y

NetworkingにIPv6を利

用するメリットには次

のものがある。まず、

広大なアドレス空間を

利用することにより、

膨大なファシリティ機

器をネットワーク上で

管理できるようになる。

また、複数のビルのフ

日本では、早期から IPv6に関す

る技術開発や普及活動が行われ、現

在ではネットワークとしての利用基

盤は整ってきている。今後、一般の

企業やユーザへの IPv6の普及を握

る鍵はソリューションや、それを支

える基盤技術にあるといえそうだ。

まずIPv6の利用基盤の現状を見て

いくと、国内ベンダーからは通信機

器はもとより、Webカメラなどのア

プリケーションレイヤに位置する機

器に関してもIPv6対応製品が見受け

られるようになった。また、国内の

主要ISPのほとんどが企業向け、ま

たは一般ユーザ向けのIPv6接続サー

ビスを提供し始めている。IPv6のア

ドレスブロック割り振りに関してい

えば、 RIR（ Regional Internet

Registry）からの割り振り数を国別

に集計すると、一時は米国がトップ

であったが2005年6月現在は再び日

本がトップになっている。

このほかにも、総務省が 2004年

から実施している IPv6移行実証実

験からは IPv4から IPv6への移行ガ

イドラインが一般公開され、世界各

国の IPv6対応製品間のインターオ

ペラビリティの向上を目的とした

IPv6 Ready Logoの活動に日本が大

きく貢献するなど、実際の利用が可

能なフェーズに移っている。

IPv6普及の鍵はソリューション

Facility Networking

図1 N+I 2005 Facility Networking Showcaseブースの様子



この Showcaseでは、FN

SWGの参加企業から、IPv6に

よるビル監視システム等が実際

のデモも交えて展示された。そ

のうち、NTTファシリティーズ

のコーナーでは、実際の都内の

自社オフィスの照明や各フロア

の使用電力を遠隔からIPv6によ

りリアルタイムで制御するデモ

が行われた（図２）。

また、同ブース内ではNTT

東日本とインテック・ネットコアに

よるMP/MH（マルチプレフィック

ス/マルチホーム）ネットワーク基

盤システムについても展示が行われ

た。

MP/MHは、IPv6の特徴のひとつ

であるマルチプレフィックス機能を

利用し、サービスネットワーク単位

にアドレスを割当てて、ひとつのサ

イト内に複数のサービスネットワー

クを構築・運用することができる。

例えば、これによりオフィスイン

トラとFacility Networkingという

ようなそれぞれ独立した運営主体が

管理する複数のネットワークを互い

の独立性を保ちつつ、ひとつのオフ

ィス内の物理ネットワークに重畳さ

せることが可能になる。

また、この技術をアクセス回線へ

適用することにより、複数のサービ

スを同時に乗せることができる。た

とえば、ISPサービスのほかに警備

保障サービスやビデオ配信サービス

などのインターネットでは実現でき

ない高度なセキュリティを要求する

ASPサービスを直接ユーザサイト

に引き込むことが可能となる。今後、

アクセス網をもつ通信業者にとって

のひとつ理想的な基盤技術として期

待される。

・IPv6とVoIP

IPv6の特徴として、エンドツー

エンド通信を行うアプリケーション

との相性のよさがよく挙げられる

が、VoIP（Voice over IP）はその

典型例だろう。

企業などの内線電話をこれまでの

PBX（Private Branch eXchange）

か ら SIP（ Session Initiation

Protocol）対応のVoIPシステムに

置き換える IP化の動きは近年のひ

とつのトレンドであるが、最近、フ

リービットは IPv6を採用するソリ

ューションを社員寮ネットワークに

適用し、IPv6のコストメリットを

実証した。

総務省による IPv6移行実証実験

では、2005年度の実験を、地域公

共ソリューションをテーマと

して実施されることが決定し

ている。その中の項目として

現在挙げられているのは、地

域の安全管理、自治体ファシ

リティ管理、病診連係、福

祉・ケアサービス、防災、観

光などである。

2004年度までの本実験では、

IPv6への移行技術、基盤技術

の確立をメインテーマとして

きたが、今年度はソリューションと

して魅力あるものを IPv6の特徴を

活かして実現することをテーマに掲

げている。本実験の成果は、実験終

了後も継続運用され、さらに当該ソ

リューションが横展開されることを

目標としている。

IPv6はすでに利用基盤が整い、

さらに最近では実績を上げる魅力的

なソリューションが現れ始めた。こ

うしたソリューションは IPv6なら

ではの特徴を活かすことによる管理

コストの削減など、IPv4による構

築では実現することのできなかった

メリットを生み出している。

また、ネットワーク構築の基盤技

術についても同様に、IPv6の特徴

を活かすことによりアクセス網の有

効利用を実現する技術が生まれてい

る。

今後もこうした IPv6ならではの

付加価値を加えた技術の開発が重要

であると考えられる。
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図2 N+I 2005 NTTファシリティーズによる
ビルの遠隔監視のデモブース
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